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ふ
く
く
う
き
ょ
う

最
先
端
の
腹
腔
鏡
手
術
で
、
安
心
の
が
ん
治
療

ふ
く
く
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き
ょ
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最
先
端
の
腹
腔
鏡
手
術
で
、
安
心
の
が
ん
治
療

◎
今
回
取
得
さ
れ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
認

定
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
内
視
鏡
器
具
を
体
表
皮
膚
よ
り
腹
腔
内

に
挿
入
し
て
行
う
、
腹
腔
鏡
手
術
の
十
分

な
技
術
と
指
導
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
で
取
得
で
き
る
認
定
で
す
。

　
通
常
の
資
格
試
験
は
筆
記
試
験
や
学
会

へ
の
出
席
、
論
文
の
執
筆
数
な
ど
が
評
価

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
取

得
し
た
技
術
認
定
の
試
験
は
実
際
の
手
術

を
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
を
提
出
し
、
40
点
満

点
の
減
点
方
式
で
審
査
さ
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
純
粋
な
手
術
の
技
術
で
合
否
が
決
ま

る
た
め
、
外
科
医
と
し
て
こ
の
認
定
を
取

れ
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

　
合
格
率
は
25
％
程
度
と
難
易
度
が
高
く
、

秋
田
県
内
の
消
化
器
・
一
般
外
科
領
域
の

技
術
認
定
取
得
者
は
私
を
含
め
て
10
人
し

か
い
ま
せ
ん
。
大
館
北
秋
田
地
区
、
鹿
角

地
区
で
は
私
が
初
め
て
の
認
定
取
得
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
当
院
の
よ
う
な
規
模
の

小
さ
な
病
院
で
認
定
を
取
得
し
た
の
も
私

が
初
め
て
に
な
り
ま
す
。

◎
技
術
認
定
の
取
得
を
目
指
し
た
き
っ
か

け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
基

盤
推
進
プ
ラ
ン
」
と
い
う
若
手
外
科
医
師

が
県
内
で
最
先
端
の
腹
腔
鏡
手
術
の
指
導

を
受
け
、
が
ん
治
療
の
専
門
家
を
育
成
し

よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、
そ

の
モ
デ
ル
病
院
に
当
院
が
選
ば
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。

　
今
回
の
私
の
技
術
認
定
の
取
得
は
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
到
達
目
標
の
一
つ
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
秋
田
大
学
の
教

授
か
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
お
話
を
い

た
だ
い
た
際
は
「
自
分
に
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
」
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

指
導
医
と
し
て
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
腹

腔
鏡
手
術
の
第
一
人
者
の
先
生
が
手
術
指

導
に
来
て
下
さ
る
の
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
な
り
ま
し
た
し
、
私
自
身
め
き
め
き

と
成
長
し
て
い
く
の
を
実
感
し
ま
し
た
。

◎
今
回
の
認
定
に
よ
り
、
北
秋
田
地
区
の

が
ん
診
療
に
は
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る

と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
、
北
秋
田
市
内
の
が
ん
患
者
さ
ん

の
半
数
は
市
外
で
治
療
を
受
け
て
い
ま
す
。

市
外
で
の
治
療
と
な
る
と
慣
れ
な
い
地
域

で
す
の
で
不
安
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
交

通
費
の
負
担
も
大
き
い
で
す
。

　
当
院
は
質
の
高
い
が
ん
診
療
体
制
が

整
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
平
成
30

年
４
月
よ
り
「
地
域
が
ん
診
療
病
院
」
の

指
定
を
受
け
ま
し
た
。
北
秋
田
市
内
の
が

ん
患
者
さ
ん
に
当
院
の
が
ん
診
療
体
制
や

腹
腔
鏡
手
術
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
お
知
ら

せ
で
き
れ
ば
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心

し
て
が
ん
の
治
療
を
で
き
る
方
を
増
や
せ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◎
宇
佐
美
先
生
の
今
後
の
目
標
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
自
分
の
技
術
を
向
上
さ
せ
手
術
の
幅
を

広
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
技
術
認
定
医

と
し
て
県
内
の
若
手
外
科
医
師
を
育
成
す

る
こ
と
が
私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
北
秋
田
市
民
病
院
を

県
北
の
が
ん
患
者
さ
ん
が
集
ま
る
「
が
ん

セ
ン
タ
ー
」
の
よ
う
な
病
院
に
で
き
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。
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北
秋
田
市
民
病
院
　
外
科
診
療
部
長
の
宇
佐
美
修
悦
先
生
が
日
本
内
視
鏡
外
科

学
会
技
術
認
定
（
消
化
器
・
一
般
外
科
）
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
秋
田
県
内

で
は
数
少
な
い
認
定
医
と
な
っ
た
宇
佐
美
先
生
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

【
宇
佐
美
修
悦
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

秋
田
市
出
身
。市
立
酒
田
病
院
で
研

修
を
受
け
、秋
田
大
学
第
二
外
科
を
経

て
平
成
22
年
９
月
よ
り
北
秋
田
市
民
病

院
に
赴
任
。平
成
25
年
４
月
よ
り
外
科
診

療
部
長
就
任
。外
科
専
門
医
、消
化
器
外

科
専
門
医・指
導
医
、食
道
科
認
定
医
。

医
療
健
康
課
地
域
医
療
対
策
室

☎
62‐

６
６
２
６

問

　
北
秋
田
市
し
尿
処
理
施
設
建
設
工
事
起

工
式
が
、
７
月
11
日
に
鷹
巣
字
小
沼
地
内

（
鷹
巣
浄
化
セ
ン
タ
ー
隣
接
地
）で
行
わ
れ
、

関
係
者
ら
約
30
人
が
工
事
の
安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　
現
施
設
の
米
代
流
域
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
６
年
の
供
用
開
始
か
ら
、
23
年
が
経

過
し
て
お
り
、
処
理
貯
留
槽
の
腐
食
な
ど

が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
新
し
い
施
設

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。
新
た
な
し
尿
処

理
施
設
は
、
公
共
下
水
道
終
末
処
理
施
設

（
鷹
巣
浄
化
セ
ン
タ
ー
）
と
連
携
し
処
理

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
下
水
道
投
入
方

式
に
よ
る
前
処
理
と
希
釈
放
流
を
行
う
方

式
を
採
用
し
ま
し
た
。
既
存
の
し
尿
処
理

施
設
と
比
較
す
る
と
、
必
要
な
設
備
が
少

な
く
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
敷
地
面
積
も
小

さ
く
済
む
た
め
、
建
設
費
及
び
維
持
管
理

費
が
大
き
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
地

上
２
階
地
下
１
階
建
。
敷
地
面
積
約
３
０

０
０
㎡
、
延
床
面
積
約
１
４
２
０
㎡
と

な
っ
て
お
り
、
総
事
業
費
は
14
億
１
８
４

万
円
で
す
。

　
式
典
は
、
建
設
現
場
に
仮
設
さ
れ
た
テ

ン
ト
内
で
行
わ
れ
、
津
谷
市
長
が
く
わ
入

れ
や
玉
串
を
奉
て
ん
し
、
来
賓
や
地
元
自

治
会
長
ら
と
と
も
に
工
事
の
安
全
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　
式
典
の
あ
と
、津
谷
市
長
が「
当
施
設
は
、

鷹
巣
浄
化
セ
ン
タ
ー
や
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
、
一
層

の
環
境
衛
生
の
確
保
が
図
ら
れ
る
も
の
と

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
当
施
設
の

工
事
が
安
全
に
行
わ
れ
、
竣
工
を
迎
え
ら

れ
る
こ
と
を
願
う
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
株
式
会
社
西
原
環
境
の
内
野

一
尋
取
締
役
副
社
長
が
「
当
施
設
の
工
事

を
行
う
に
あ
た
り
、
安
全
第
一
、
使
い
や

す
い
設
計
、
工
期
内
完
成
の
３
つ
を
約
束

す
る
」
な
ど
と
施
工
者
を
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

北
秋
田
市
し
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処
理
施
設
建
設
工
事
起
工
式

建
設
工
事
の
安
全
を
祈
願

◇
６
月
16
日
〜
７
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

▲神事で工事の安全を祈願

６
月
19
日（
火
）

20
日（
水
）

21
日（
木
）

22
日（
金
）

25
日（
月
）

26
日（
火
）

27
日（
水
）

30
日（
土
）

７
月
1
日（
日
）

３
日（
火
）

４
日（
水
）

７
日（
土
）

８
日（
日
）

９
日（
月
）

11
日（
水
）

12
日（
木
）

13
日（
金
） ▽

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
株
主
総
会（
阿
仁
庁
舎
）

▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
第
23
回
株
主
総
会（
ホ
テ
ル
松

鶴
）▽
北
秋
田
市
議
会
議
員
Ｏ
Ｂ
会
懇
親
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽「
音
楽
と
笑
顔
の
駅・米
内
沢
」お
披
露
目
会（
内
陸
線
米
内
沢
駅
）

▽
北
秋
田
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議 

最
終
日（
議
事
堂
）▽
北
秋

田
市
議
会
全
員
協
議
会（
本
庁
舎
）

▽
森
吉
地
区
自
治
会
長
会
要
望
書
提
出（
本
庁
舎
）▽
細
田
隆
志
氏 

秋
田
県
援
護
事
業
功
労
者
表
彰 

受
賞
報
告（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
地

区
防
犯
指
導
隊
連
合
会
総
会（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
）

▽
第
４
回
米
代
川
大
規
模
氾
濫
に
関
す
る
減
災
対
策
協
議
会（
能
代

河
川
国
道
事
務
所
）

▽
大
館
北
秋
田
地
域
林
業
成
長
産
業
化
協
議
会
総
会（
プ
ラ
ザ
杉
の
子
）

▽
浜
辺
の
歌
音
楽
館
開
館
30
周
年
記
念
式
典（
浜
辺
の
歌
音
楽
館
）

▽
第
42
回
秋
田
犬
保
存
会
秋
田
県
北
支
部
鑑
賞
会（
空
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
横
芝
生
地
）

▽
七
日
市
財
産
区
管
理
委
員
選
任
書
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
日
沿
道
建

設
促
進
秋
田
県
北
部
期
成
同
盟
会
・
秋
田
県
北
部
国
道
７
号
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
・米
代
川
治
水
期
成
同
盟
会
合
同
総
会（
能
代
キ
ャ
ッ

ス
ル
ホ
テ
ル
）

▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
森
吉
山
ス
キ
ー
場
管
理
運
営
協
議
会

総
会（
北
秋
田
地
域
振
興
局
）

▽
重
点「
道
の
駅
」ふ
た
つ
い
・
米
代
川
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
完

成
式（
能
代
市
）

▽
北
秋
田
市
消
防
訓
練
大
会（
市
民
健
康
広
場
）▽
第
27
回
北
秋
田
市

米
代
川
花
火
大
会
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
米
代
川
河

川
敷
公
園
）

▽
消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
し
尿
処
理
施
設
建
設
工
事
起
工
式（
浄
化
セ
ン
タ
ー
隣
地
）

▽
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
要
望
活
動（
全
日
空
、国
交
省
）

▽
小
阿
仁
川
水
系
対
策
委
員
会
総
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

ふ
く
く
う
き
ょ
う

最
先
端
の
腹
腔
鏡
手
術
で
、
安
心
の
が
ん
治
療


